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１，本論文の対象・目的・独自性  

 ベトナム西北地方を中心に分布している黒タイは、灌漑水稲耕作を主生業とする盆地民

である。19 世紀末以来、黒タイは文化的に特異なタイ語系言語集団として研究者に注目さ

れてきた。タイ語系言語集団に共通する文化的特性として、 (1)広義のタイ語、 (2)上座仏

教の受容、 (3)姓をもたないこと、 (4)灌漑水稲耕作、 (5)ムオンとよばれる封建土侯的な伝

統的盆地政体の形成、といった諸点が挙げられる。一方、黒タイは仏教徒でないが、仏典

の継承とは無関係に古クメール系の固有文字を継承し、しかも父系的に姓を継承してきた。

そこで従来の研究は、とくに非仏教徒でありムオンを形成する点に注目して、黒タイを仏

教化以前の原タイ的な文化と社会組織をもつタイ語系言語集団として扱いがちであった。

しかし、彼らの文字文化の継承が、中華文明との政治関係の中で歴史的に導入された父系

理念、および彼らの伝統政体とどのように関わっていたのかについては十分に議論されて

こなかった。これに対して本論文では、文字文化が社会にどのように埋め込まれ、また逆

に社会をどのように成形しているのかという視点から、黒タイの文字文化と父系理念の関

わり合いを考察する。その過程で、同姓集合の区分が社会階層の区分に持ち込まれていた

植民地期（ 19 世紀末〜 1954）までのムオンの構造的特徴、過去一世紀にわたる祖先祭祀
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のあり方、文書の生産・閲覧・保持が社会の中で持つ意味を分析する。  

 本論文では、文書の中でも、とくに人々が系譜文書として理解している「 家 霊 簿
ソー・フィー・フオン

」に

焦点を当てている。これが父系祖先をまつる祖先祭祀との関わりで用いられる系譜文書で

ある点では、漢字文化圏で広く継承されてきた譜（族譜、家譜など）に近い。しかし記述

文字、内容、編纂過程から見て両者は一線を画している。すなわち、 (1)家霊簿が漢字では

なく黒タイ文字で記されている点、(2)譜には一族の淵源、祖先の名誉と忌祭日、各祖先の

婚姻・兄弟・親子関係など故人に関する情報や系譜関係がしばしば明示されているのに対

し、家霊簿は故人の姓名の列挙に過ぎず系譜関係が記されていない点、(3)譜が東南中国に

顕著に見られるように父系理念に基づいて組織され政治経済的機能を兼ね備えた宗族の活

動の一環として編纂されてきたのに対し、家霊簿はかなり個人的な編纂にとどまってきた

点、である。本論文では家霊簿の形式、内容、用法上の特徴に焦点を当て、現地調査に基

づく村落での祖先祭祀のあり方、家霊観念、系譜意識が家霊簿にどのように反映されてい

るかを考察する。  

 本論文の研究の独自性は次の諸点にある。(1)譜の研究では、編纂という文書の生産過程

に注目することで、記述の中に史実とフィクションがどのように共存しているかを明らか

にし、そこから保持者たちの歴史認識や系譜認識を考察してきた。しかし譜とは異なり家

霊簿には故人の系譜関係が記されていない。では家霊簿がなぜ系譜文書として観念されて

いるのかについて、儀礼における使用と閲覧の局面や黒タイ文書をめぐる読書行為を視野

に入れて考察している点、(2)村落における親族結合を父方キンドレッド概念を用いて理解

し、黒タイ社会が父系氏族によって分節されているという従来の通説の修正を試みている

点、 (3)従来の黒タイに関する人類学的研究と異なり、現地文書に基づく分析と 1997 年以

降の現地調査に基づく分析を結合させている点、である。  

 

２，各章の内容  

 本論文は次の５章からなる。「１，序章」で、人類学および黒タイ研究史における本論文

の位置づけと研究の方法を示す。「２章」では黒タイの文字文における家霊簿の位置づけを

示す。「３章」では家霊簿の形式と内容の特徴を明らかにする。「４章」では、家霊簿が祖

先祭祀との関わりから、誰に、どのように読まれてきたかを考察し、またその過程で黒タ

イ文字文書をめぐる読書行為のあり方を示す。「５章」で全体の議論を整理する。さらに別

冊中には、本論文の分析素材である家霊簿資料の原文・黒タイ語校注・日本語訳注、およ
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びこれらに基づいた系図も資料として掲載し、家霊簿資料をめぐる書誌学的研究への貢献

をも目指した。本論部分の詳細は次の通りである。  

 １章では、まず本論文を父系理念がものや行為を通してどのように実現しているのかを

考察する黒タイ親族研究として位置づけ、黒タイ村落の社会経済的概況、研究の方法論を

示す。次に２章で黒タイ文字文化の中で家霊簿を位置づけた。  

 黒タイ文字で継承されている文書は、歌謡、呪術書、年代記、慣習法などさまざまであ

る。これらのうち家霊簿は筆者が確認しているだけで６書と数が少ない。にもかかわらず

本論文が家霊簿を分析対象とする理由を２章では次のように整理した。  (1)家霊簿に記さ

れている者同士の系譜関係を検討することで、黒タイの系譜認識と父系理念の関わりが解

明できるからである。(2)家霊簿と祖先祭祀の関わりを分析することで、家霊観念や系譜認

識のあり方を理解できるからである。  

 ３章では、筆者が収集した近年の家霊簿３書と、20 世紀初頭に記述された「カム・オア

イ家霊簿」２書を比較する。これらは次の点で共通している。 (1)黒タイ文字で記述され、

自己中心的に近祖から遠祖へと遡る形式で記されていること、(2)姓名ともに記されている

こと、(3)故人の生年月日、事績、墓、世代・兄弟・婚姻関係などの記述を欠いていること、

である。一方、差異は次の点である。(1)近年の家霊簿に記述されている故人が３代くらい

までの近祖に限られる点、(2)句読点や余白の効果的使用により、ページの紙面レイアウト

が見やすく工夫されている点である。つまり「カム・オアイ家霊簿」２書に単語、句、節

の区切りが非常に少なく検索に不便なのとは対照的である。近年の家霊簿の記述者は、ベ

トナム語による公教育を受け、しかも 1950 年代以降の民族自治区内でおきた黒タイ文字

の改訂の様子も知っている現地の文化的エリートである。家霊簿の紙面レイアウトに、記

述者が受けた教育をめぐる背景が反映されているのである。  

 上述のように、近年の家霊簿記述には近祖しか記されていない。しかもそこに記述され

ている故人は現在生きている人が見知っていた祖先に限られている。このように見知らぬ

遠祖との系譜上のつながりには無関心なのはなぜか。その回答として、家霊簿は祖先祭祀

執行のために不可欠な実用的道具としてはなく、あればパフォーマンス効果を高める道具

であり、内容が重要というより、文化的ステイタスとの結びつきから家霊簿が保持されて

いることを示した。現在の村落生活を見ても、エゴからせいぜい３代遡るだけの父方キン

ドレッド的紐帯、および婚姻結合に基づく小規模な親族集団間の不均衡関係が認識されて

いるにすぎない。さらに同姓集合は外婚単位ではない。旧貴族出自のロ・カム系統の同姓



東京大学大学院総合文化研究科博士学位申請論文（要旨） 
 超域文化研究科（文化人類学コース） 樫永真佐夫 

4 

集合を除いて、同姓の者同士は遡れば同根という意識も共有してはいない。このような村

落生活における系譜認識と親族結合の特徴が家霊簿記述にもあらわれているのである。  

 このように家霊簿の形式と内容の特徴と村落における系譜認識と親族結合のあり方を示

したあと、４章では家霊簿の形式と内容が家霊簿の用法とどのように関わっているのかを

考察する。まず村落生活における姓と同姓集合が持つ役割に注目すると、個人を識別する

際に姓が用いられていないこと、各人の姓がかならずしもはっきりと記憶されていないこ

と、黒タイの同姓集合が宗族のような機能団体でないことが明らかである。さらに、祖先

祭祀の中で故人がどのように想起されるのかを分析し、黒タイの家霊は、個人名や事績な

どによって記憶され続けるような個性をもつ祖先ではなく、名前も性別もない没個性的な

霊的存在であることを明らかにした。「カム・オアイ家霊簿」でも、人々が生前の姿をまだ

思い出すことができる近祖ほど没個性的であるが、遠祖には事績や諡によって個性が描か

れた祖先が登場する。首領の場合、正統な世系を示すことが支配の正当性の根拠になるか

らである。「カム・オアイ家霊簿」は、３年に１度開催されたムオンの大祭セン・パーン・

パインにおいて、首領一族の各祖先を呼びもてなすために記された系譜文書と考えられて

いる。この文書記述の特徴も、こうした儀礼での用法を視野に入れて考える必要がある。

しかし、宗教役職者モ・ムオンがこれを儀礼中に読誦したときの具体的状況は、70 年前の

ことでありもはやわからない。カム・チョンは、ムオン・ムオイ、ムオン・ラー各首領の

家霊簿を相互参照しながら始祖まで遡ったと述べている。しかし筆者はこの説を批判的に

検討する過程で、現在に至るまで黙読という作法が確立されていない黒タイ文書をめぐる

読書行為のあり方を明示した。  

 ５章ではここまでの議論を整理している。父系制を自認する黒タイの親族結合を検討す

ると、他の東南アジア諸社会と同様に自己中心的で婚姻連帯的な志向があらわれている。

また家霊簿を父系的な系譜文書として認知させるのは祖先を饗応する儀礼で読む行為その

ものであるが、しかもそこに記された故人の系譜関係には自己中心的な親族関係が反映さ

れているのである。  

（ 40 字×100 行＝ 4000 字）  

2006 年 7 月 21 日提出  
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